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Ecolgical St ud y  of the Small Carpenter (Ceratin) Bees in Jap an 
III. Nesting Habits of C. okinawana M ATSUMRA et U rnA and C. satoi Y AsUMASTU 
Hisahi N  EGOR 
To ya m a  Sc ie nc e  M u seum 
Nes tin g  habits of C e ralina ok inaw an MAT SUMRA e t  UCHID A  a nd C e ratina satoi Y A s u ~ tA S T U 
in Okinawa we re  in vestigated in March 1976 and May 19 80 .  Nes ts  of C. okinaw are 
mainl y  made in th e  d ea d  s te m s  of Mi scant hu s  sinensis a long wood m arg in s .  Nest o f  C. 
saloi are dug in th e  dea s te ms of M 応 canl hus s in e nsis in open areas. The n est structures 
of C. okinaw and C. sa toi a r e  s imi lar to thos e  of C. japonica an d  C. iwatai r espective ly. 
Both C. okinaw a nd C. sa loi ha ve two o r  m o r e  s uce ss ive c hang es o f  ge n e ration s  per 
yea r. 
は じ め に
日 本 産 Ceratina 属 は 現 在 9 種 知 ら れ て お り
(Y ASUMATsu an d  Hrn AS I ・II MA 1 969), そ れ ら の 内
5 種 の 生 態 が 報 告 さ れ て い る (I WAT 19 32, 田
埜 1964, S  HI OKAWA 19 6 -1 96, SAKAGAMI and 
M AET 19 7, M AET an d   K ATYAM 1 9 7 8 • 
19 79, 根 来 1980a -1 980b). 
沖 縄 県 か ら は 3 種 知 ら れ て お り ， 特 に C.
okinawana は 普 通 に 見 ら れ る に も か か わ ら す ，
そ の 生 態 に 関 し て の 報 告 は 無 い 。 箪 者 は 1 976
年 お よ び 1 980 年 の 春 期 に 沖 縄 県 内 各 地 を 訪 ず
れ ， C. okinawana の 営 巣 枝 多 数 と ， C. satoz 
の 営 巣 枝 を い 〈 つ か 得 た の で 報 告 す る 。 本 文
に 入 る に 先 だ ち 英 文 を 見 て い た だ い た 金 沢 医
科 大 学 伊 藤 俊 ー 教 授 に 感 謝 し ま す 。
調 査 地
沖 縄 本 島 那 覇 市 首 里 ： 首 里 末 吉 及 び 首 里 平
良 よ り 末 吉 宮 跡 に 至 る 参 道 沿 い に 調 査 。 参 道
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の 両 側 は 民 家 ， 畑 地 ， 墓 地 ， 急 斜 面 の 林 地 か
ら な り ， さ ま ざ ま な 程 度 の ス ス キ の 株 か 繁 っ
て い る 。 調 査 日 は 1 976 年 3 月 1 3 日  ・ 1 4 日 ・ 1 6
日， 1 980 年 5 月 8 日  ・ 9 日 。
西 表 島 豊 原 ： 集 落 周 辺 の 道 沿 い に 調 査 。  両
側 は 主 に 畑 地 で ， 所 々 に 林 地 が 見 ら れ ， ま た
モ ク マ オ ウ の 並 木 か 一 部 に 見 ら れ る 。 調 査 日
は 1976 年 3 月 1 8 日 ・ 20 日  ・ 2 1 日 。
石 垣 島 於 茂 登 岳 山 麓 ： 山 麓 の 集 落 か ら 於 茂
登 岳 登 山 口 に か け て 調 査 。 両 側 は 畑 地 と 林 地
で あ る 。 調 査 日 は 1 980 年 5 月 6 日 。
与 那 国 島 天 蛇 鼻 ： 祖 納 の 集 落 か ら 天 蛇 恥 に
至 る 道 沿 い に 調 査 。 両 側 は 急 斜 面 の 林 地 。 調
査 日 は 1 980 年 5 月 7 日 。
C. okinawana の 営 巣 習 性
営 巣 枝 の 状 況 ： C. okinawana の 営 巣 は ， 調
査 地 の 全 て で 見 ら れ ， ス ス キ ， ジ ュ ズ ダ マ ，
プ ー ゲ ン ビ リ ア ， バ ラ 科 の 一 種 ， ク ワ 科 の 一
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図 1 .  1976 年 3 月 1 6 日 那 覇 市  首 里 に て 観 察 し た C. okin.aw 巣 ． 営 巣 基 は 全 て ス ス キ . 1' 
2   :  雄 . 3  ,   4  ,   5   :  新 し 〈 掘 坑 中 . 6 ,   7 ,   8   :  既 使 用 坑 を よ り 掘 ＇） こ む. 9   :  花 粉 搬 入 開 始 ．
1 0, 11 ,  1 2  :  育 房 存 在 一 雌 . 1 3, 14 :  育 房 存 在 抜 数 雌 . 1 5: 花 粉 塊 ，  卵 ．
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図 2 . 1 980 年 5 月 9 日 那 覇 市 首 里 に て 観 察 し た C. o kinaw ana 巣 ． 営 巣 基 は 全 て ス ス キ ．
1  ,   2   :  新 し く 掘 坑 中 . 3   :  営 巣 ず み . 4  ,   5  ,   6   :  花 粉 搬 入 開 始 . 7  ,   8   :  卵 ， 若 令 幼 虫 の み
存 在 . 9 ,  J O ,  J1: 育 房 間 で 成 長 の ギ ャ ッ プ が 見 ら れ る . 1 2 :  奥 の 2 房 は カ ピ が つ い て い る . 1 3 .  
14 ,  1 5, 1 6, 17: 3 月  ・ 4 月 よ り 続 い て い る も の . 1 8 :  若 令 幼 虫 の 位 附 が 逆 ．
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種 ミ カ ン 科 の 一 種 ， キ ク 科 の 一 種 の 柔 か な
髄 を 霧 出 さ せ た 枯 枝 な い し ， 枯 茎 で 見 ら れ ，
特 に ス ス キ で 多 く 見 い 出 さ れ た 。 そ れ ら は 明
る ＜ 開 け た 所 か ら 林 縁 部 の 樹 枝 で 被 わ れ た 所
に か け て 見 ら れ ， 林 縁 部 で よ り 多 く 見 い 出 さ
れ た 。
営 巣 枝 の 外 部 直 径 は 5. 5mm- lm, 平 均 7. 8
m 。 髄 直 径 は 4mm-8mm 平 均 5.2m で あ る 。 巣
坑 入 口 の 高 さ は 20c m -20cm で 10cm 前 後 の 高
さ で 最 も 多 く 見 ら れ た 。
地 表 に 対 す る 角 度 は 0'-30 ，゜ 30'-60 ，゜
60'-90 ゜ に 分 け た 場 合 ， 20 % , 30%, 50 % の
割 合 で あ っ た 。 以 上 の 結 果 は ， ス ス キ か 主 な
営 巣 基 と な っ て い る こ と が 大 き く 影 閻 し て い
る と 思 わ れ る 。
巣 構 造 ： 入 口 部 の 坑 直 径 は 2.8 m-5m, 平
均 3.4 m 。 入 口 部 よ り 1 cm ほ ど 入 っ た 所 に 転 向
室 か 存 在 し 直 径 は 3.6m- 6  mm, 平 均 4.8 m 。
育 房 の 存 在 す る 巣 坑 の 深 さ は 5 c m  ( 図 2. 8) 
-56cm ( 図 2. 16 ) ,  平 均 19cm 。 育 房 の あ る 坑 の
最 奥 に は ほ と ん ど の 場 合 ， 髄 く ず が つ め ら れ
て い る 。 少 量 の 場 合 も あ る が 多 く の 場 合 し き
り 壁 と 同 量 程 度 で あ る 。
育 房 は 周 囲 の 巣 壁 よ り け ず り と ら れ た 髄 ＜
ず で 仕 切 ら れ ， そ の 入 口 側 は 堅 く ス ム ー ス に
押 し か た め ら れ ， 奥 側 は ラ フ で あ り 時 に う ず
ま き 状 ， ま た は 円 状 の 段 差 か 認 め ら れ る 。 両
面 と も 少 し く ぽ む 。 厚 み は 通 常 2 mm- 4  mm, 
平 均 3 m m 。 育 房 直 径 は 3 .2m - 6  m, 平 均 4
mm 。 育 房 長 は 7 m - 1 6m, 平 均 10m 。
最 外 房 外 側 の 仕 切 り は か な ら ず 見 ら れ ， 卵
や 幼 虫 ， サ ナ ギ か 直 接 外 部 に 鉗 出 し て い る こ
と は 無 い 。
サ ナ ギ ， 老 熟 幼 虫 の い る 育 房 の 仕 切 り は 髄
く ず と 排 泄 物 の ま じ っ た も の か ら な る こ と ，
ま た 時 に そ の 仕 切 り か ぐ ず ぐ す に な っ て い る
こ と （ 図 2.10, 1 3, 1 4, 15 ) か ら 親 蜂 が 育 房
内 を 見 回 る こ と は 明 ら か で あ る 。
空 房 は 通 常 見 ら れ な い が ， ご く 一 部 の 巣 で
観 察 さ れ た （ 図 2. 9  ,  12, 1 8) 。 そ れ ら の 巣 は
全 て 旧 巣 を 利 用 し た も の で あ り， 空 房 は 最 奥
部 に あ り ， 特 に 彼 ら に と っ て 何 ら か の 意 味 を
持 つ も の と は 思 わ れ な い 。
花 粉 塊 は ， お し つ ぶ さ れ た 楕 円 体 で あ り ，
長 さ 6 mm, 幅 3 mm, 高 さ 2. 5m で 上 面 に み ぞ は
認 め ら れ な い 。 卵 は 花 粉 塊 の 奥 側 上 面 に 頭 端
を 入 口 に 向 け て 産 み つ け ら れ て い る 。 腹 端 は
育 房 壁 面 か ら 離 れ て い る （ 図 1. 1 5) 。
口 側 に 頭 端 を 奥 に 向 け て 着 い て い る も の か あ
っ た （ 図 2 . 18 )。
観 察 さ れ た 最 大 育 房 数 は 11 で あ る か （ 図 2.
13, 14 ), お そ ら く よ り 以 上 の 場 合 か あ る と 思
わ れ る 。
以 上 の 巣 構 造 は C. japonica の も の (IWATA
19 32, SmoKAWA 196 ,  根 来 ・ 未 発 表 ） と ほ ぼ 同
様 で あ る 。
化 性 ： 3 月 に お い て は ， 新 掘 営 巣 （ 図 1. 3' 
4  ,   5  ,   9  ,  10, 11 ) ,  旧 巣 利 用 営 巣 （ 図 1.
6, 7,  8, 1 2, 1 3, 14 ) の 2 タ イ プ か ， 5  
月 に お い て は ， 3 月 か ら 引 き 続 い て の 営 巣 （ 図
2  . 13, 1 4, 15, 1 6, 17 ) ,  新 掘 営 巣 （ 図 2. 1, 
2 ,   3 ,  4, 5 ,  6, 7, 8), 育 房 間 で の 成
長 の ギ ャ ッ プ の 存 在 お よ び 巣 内 の 様 子 か ら 3
月  ・ 4 月 の 営 巣 か ら 間 を あ け て 新 し く 営 巣 開
始 し た と 思 わ れ る も の （ 図 2 .9, 10, 11, 1 2, 
13 ) の 3 タ イ プ の 巣 か 見 ら れ る 。
C. okinawna は 以 上 に 見 ら れ る よ う に ， 越
冬 後 の 3 月 ， そ し て 5 月 と 少 な く と も 2 化 性
で あ り ， 夏 期 ・ 秋 期 と 調 査 を 行 な え ば 3 化 な
い し ， 4 化 か 認 め ら れ る か も し れ な い 。
旧 巣 利 用 お よ び 複 雌 巣 ： 旧 巣 利 用 は 20 % の
巣 で 見 ら れ ， 80% が 新 掘 巣 で の 営 巣 で あ る
（ 表 1 )。 こ の 数 字 は ， 非 常 に お お ざ っ ぱ で あ
る か ， 平 均 子 数 を 1 0, 性 比 を 1 :  1 と 仮 定 す る
と ， 営 巣 枝 は か な ら ず 一 頭 の 雌 に 受 け 継 が れ
る こ と を 示 し て い る 。
旧 巣 の 利 用 の し か た が 3 月 と 5 月 と で は 異
42 
沖 縄 産 C e ratina 屈 2:flf;_ の 営 巣 習 性
表 1 .  C. o linawna の 複 雌 巣 と 旧 巣 利 用 巣
新 掘 巣 旧 巣 利 用 巣よ り 揺 り こ ん だ も の そ の ま ま 利 用
19 76 年 3 月
I 辛 4 2  ( 74 %) 5  (9%) 
2 年  ・ 3 辛 3  ( 5 %) 7   ( 1 2%) 
19 80 年 5 月
l 早 18  (69%) 5   ( 19%) 
2 辛 . 3 早 3  ( 1 2%) 
表 2 .  C. okinaw の  複 雌 巣 雌 の 状 態
翅 A: 新 鮮 B: 少 し や ぶ i l る C: 多 き 〈 や ぶ れ る
卵  集 A: 未 発 達 B: 発 達 途 中 C: 発 達
体 長 ( m ) 腹 輻 ( m ) 翅 JJP 巣
1  早 9 .2  2  9  C   C  早 8 .5 2  7  A  C  
2  早 9 .5  3  1  A  C  早 8  8  2  7  A  C  
3  早 9   5  3  1  B  C  早 8  5  2. 8  A   A  
早 8 .8  2. 8  C   C  
4  辛 8  5  2  6  A  A  
辛 8 .3  2  7  A  A  
早 9 .5 3.0 A  C  
5  早 8 .0 2  6  A  A  
早 8  0  2.5 A   A  
6  早 9  3  3 .0  C   C  早 9  6  3 .2  A  B  
7  早 9 .5   3 .1 C   C  早 9  2   3 .0 B   B  
早 9   2  3.0 C   C  
8 早 9  3  3.1 A  B  
早 8  8  2  7  B  A  
な り ， 3 月 で は 旧 巣 を よ り 掘 り こ ん で 使 用 し
て い る の に 対 し ， 5 月 で は ま っ た ＜ 掘 り こ ま
ず そ の ま ま 使 用 し て い る 。 こ れ は 3 月 の 営 巣
開 始 時 以 前 に 越 冬 期 間 か 存 在 す る の に 対 し ，
5 月 の 時 点 で は そ の よ う な 長 い 休 止 期 間 か 存
在 し な い こ と に 起 因 し て い る の か も し れ な い 。
複 数 雌 の 存 在 す る 営 巣 枝 も ま た 多 く ， 1 5 %
に も お よ ぶ 。 そ れ ら の 雌 の 状 態 を 表 2 に 示 し
t> ヽ 0
体 の 大 小 の あ る 組 合 せ ， 差 の な い 組 合 せ ，
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旧 い 個 体 と 新 鮮 な 個 体 の 組 合 せ ， 新 鮮 な 個 体
ど う し の 組 合 せ ， 卵 巣 の 発 達 し た 個 体 と そ う
で な い 個 体 の 組 合 せ ， 発 達 し た 個 体 ど う し の
組 合 せ か 見 ら れ ， 各 々 前 者 の 組 合 せ の 方 か 多
く 見 ら れ る か ， そ れ ら の 特 徴 の 特 定 の 組 合 せ
が 特 に 多 い と い う こ と は 無 い 。
例 数 か 少 な い た め 確 定 的 な こ と は 言 え な い
か ， 以 上 の 事 柄 は 一 巣 中 の 複 数 雌 の 存 在 は 機
会 的 な も の で あ っ て 一 定 の 方 向 性 を 持 つ も の
で は 無 い こ と を 示 す も の で は な い か と 思 わ れ
る 。
C .  satoi の 営 巣 習 性
C. satoi の 営 巣 は 首 里 で の み 見 ら れ ， 開 け
た 場 所 の 新 し い 小 さ な 株 の ス ス キ で の み 少 数
見 ら れ た 。
営 巣 枝 の 外 部 直 径 は 3 mm - 8  m, 平 均 5 . 2
呻  。 髄 直 径 は 2mm- 4  m, 平 均 2.8mm 。 巣 口 入
ロ の 高 さ は 8 c m-70 c m, 地 表 に 対 す る 角 度 は
全 て か 60 ° - 9 0 ゜ の 範 囲 で あ っ た 。
入 口 部 の 坑 直 径 は 1. 7mm-2 . 2m, 平 均 2 mm 。
転 向 室 は 存 在 し 2 111-2.5m, 平 均 2 .3111m 。 育
房 直 径 1. 8 mm - 2. 2m, 平 均 2 mm 。 育  房 長 5 mm 
- 6mm ,  平 均 5.5mm 。 育 房 の し き り は 巣 壁 の け
ず り 〈 す で 作 ら れ 厚 み は 1 mm-1.Zmm, 入 口 側
は き つ く つ め ら れ 表 面 は ス ム ー ス ， 奥 側 は 少
し ラ フ で あ り ， 両 側 と も 少 し 〈 ほ む 。
花 粉 塊 は 長 さ 2.5 呻  幅 1 . 8mm ,  高 さ 1 . 2mm の 直
方 体 で 上 面 に み ぞ か 認 め ら れ る 。 卵 は 花 粉 塊
の 奥 側 上 面 に 頭 端 を 入 口 に 向 け て 着 き ， 腹 端
は 房 壁 に 固 着 す る （ 図 3 . 7 )。
以 上 の 巣 構 造 は C. iwat の も の （ 田 埜 1964,
根 来 ・ 未 発 表 ） と は ほ 同 様 で あ る 。
旧 巣 利 用 は 認 め ら れ す ， ー 巣 中 の 複 雌 の 存
在 も な か っ た 。 3 月 お よ び 5 月 の 巣 中 の 様 子
（ 図 3 ) か ら ， C. satoi も C. okinawana と 同
様 少 な く と も 2 化 性 で あ る と 思 わ れ る 。
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図 3 . 1976 年 3 月 16 日 ( l - 6 ) お よ ひ 1980 年 5 月 9 日 ( 8 - 1 2) 那 覇 市 首 坦 に て 観 察 し た
C. satoi 巣 ． 営 巣 基 は 全 て ス ス キ ．
1  :  越 冬 巣 中 雌 3 雄 l .  2  :  雄 . 3, 4  ,  5 ,  8, 9 .  10  :  新 し く 掘 坑 中 . 6  :  卵 ， 若 令 幼 虫 存
在 . 7  :  花 粉 塊 ， 卵. 11 :  花 粉 搬 入 開 始 . 1 2  :  2 房 と も 花 粉 塊 の み ．
ま と め
沖 綱 産 C. olzinaw お よ び C. satoi の 営
巣 習 性 を 1976 年 3 月 と 1980 年 5 月 に 調 査 し
が ~ o  
C. okinawna の 営 巣 は 主 に 林 縁 部 の ス ス キ
の 枯 れ 茎 で 見 ら れ ， C. sa toi の 巣 は 開 け た 場
所 の ス ス キ で 見 ら れ た 。
C. okinawna と C. sa toi の 巣 構 造 は 各 々 C.
japoni ca お よ び C. iwatai と は ほ 同 様 で あ る 。
C. okinawna ,  C. sa toi と も に 年 2 化 も し く
は そ れ 以 上 で あ る 。
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